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－立教 95 年－　生長の家春季記念日 ・

生長の家総裁法燈継承記念式典

と　き …３月１日（金）10:00 ～ 12:30 頃
ところ … “ 森の中のオフィス ” ＆ 教化部・大拝殿
お言葉 … 総裁 谷口 雅宣 先生

　教化部・大拝殿にはどなたでもご参列いただけます。

　立教 95 年目を祝う式典が “ 森の中のオフィス ” において執り行われます。
　また、この式典の中で本部褒賞が授与され、今回東京第二教区からは下記の６名に
褒賞が授与されます。
　式典の様子はライブ配信されます。本部からの配信が終了したら、教区からの配信
に切り替えてください。大拝殿から受賞者の喜びの声を配信します。配信は自動的に
は切り替わりませんのでご注意ください。

＜東京第二教区の本部褒賞受賞者＞＜東京第二教区の本部褒賞受賞者＞
★ 二重光輪賞　小池 光子 講師

　　★ 東日本光輪賞　大沢 高虎 講師

　　★ 東日本光輪賞　髙倉 明子 講師

　　　　　★ 布教功労賞　君塚 静男 講師

　　　　　★ 布教功労賞　中村 純子 講師

　　　　　　　★ 環境保全・地域貢献優秀賞　山上 教江 講師

抜群の指導力と情熱で栄える会会頭を 12 年間、調布地区の地区総連
合会長は 19 年間の長きに亘って務め、光明化運動に大きく貢献。

相愛会と地方講師会の副会長を務めた後、地方講師会会長を拝命。講師資
格は “ 教務 ” を拝命して、定年後も練成主任として活躍を続けている。

白鳩会副連合会長として長く活躍した後、地方講師会会長を２期に亘って
務める。現在も生教会副会長、オープン食堂スタッフとして活躍。

清掃奉仕活動、P4U での支援活動、地域の子ども食堂スタッフを務め
ると共にその仲間をオープン食堂に繋げるなどの活躍が評価された。

地方講師会副会長として長く会長を補佐、現在も地方講師会推進部員として活躍。

地区連合会長、講師会副会長として活躍。現在も府中生命学園園長・地方講
師会推進部員として活躍。

本部配信
10:00 ～ 12:00 頃

教区配信
本部配信終了後～

幹部物故者春季慰霊祭 ・ 先祖供養祭

と　き … ３月18日（月）10:00～

ところ … 東京第二教化部・大拝殿

持ち物 …『甘露の法雨』『天使の言葉』、霊牌

教区発展に貢献された幹部物故者の御霊に感謝を捧げる慰霊祭です。
通常の「先祖供養祭」も併せて行います。どなたでもご参加いただけます。

Zoom（ID は後日連絡）
と Facebook グ ル ー プ

「東京ムスビのひろば」
で配信

　　＜次第（抜粋）＞

・祈願文

・聖経『天使の言葉』読誦

　　招霊

・追善供養の詞 奏上

・御遺族代表　玉串拝礼

・聖経『甘露の法雨』読誦

・御遺族代表 挨拶

・教化部長 挨拶



令和６（2024）年３月１日  第 449 号（通刊 568 号）（2）多摩の光

 

『
讃
春
歌
』

　
　
　
　

 

赤
坂　

 

妙

　『 

讃 

春 

歌 

』

　
　
　
　
　
　
　

作
詞 

谷
口
雅
春 

大
聖
師

  一
、
外
に
花
咲
く　

春
が
来
た
、

　
　

内
に
も
花
咲
く　

春
が
来
た
、

　
　

外
に
も
内
に
も　

春
が
来
た
、

　
　

心
の
中う
ち

に　

眠
っ
て
た

　
　

神
が
目
覚
め
て　

春
う
た
う

　
　

心
ほ
の
ぼ
の　

春
が
来
た
。

　
　

心
ほ
が
ら
か　

春
が
来
た
。

二
、
う
れ
し
い
う
れ
し
い　

春
が
来
た
、

　
　

す
べ
て
の
人
に　

に
こ
に
こ
と

　
　

瞳ひ
と
み
の
中な
か

に　

神
の
愛
、

　
　

こ
と
ば
の
中な
か

に　

神
の
智
慧
、

　
　

か
み
の
生い
の
ち命
を　

今
い
き
て

　
　

こ
こ
ろ
明
る
く　

笑
い
ま
し
ょ
う
。

　
　

こ
こ
ろ
青
空　

笑
い
ま
し
ょ
う
。

三
、
わ
が
魂
の
神
め
ざ
め

　
　

す
べ
て
の
人
に
神
を
見
る
、

　
　

過
去
の
な
げ
き
の　

夢
さ
め
て

　
　

あ
ら
た
に
生
れ
た　

こ
の
生い
の
ち命
、

　
　

こ
こ
が
天
国　

極
楽
と

　
　

ひ
か
り
の
世
界
に　

歌
い
ま
し
ょ
う
。

　
　

い
の
ち
の
春
を　

歌
い
ま
し
ょ
う
。

　
『
讃
春
歌
』
は
春
に
ぴ
っ
た
り
の
心
う
き
う

き
明
る
い
軽
快
な
曲
で
す
。
途
中
、
2
拍
子
に

な
っ
た
り
3
拍
子
に
速
さ
が
変
わ
る
箇
所
が
あ

り
ま
す
が
基
本
的
に
は
4
拍
子
。
合
唱
の
編
曲

で
は
、
こ
こ
の
部
分
が
各
パ
ー
ト
の
追
い
か

け
っ
こ
の
よ
う
に
な
り
、
ま
る
で
い
ろ
ん
な
植

白鳩会白鳩会

聖
歌
対
策
部

担
当
副
会
長

　

日
曜
日
の
朝
は
、
仕
事
を
し
て
、
朝
食
を
頂

い
て
、
テ
レ
ビ
を
見
て
ゆ
っ
く
り
し
て
い
る
と
、

ち
ょ
う
ど
ネ
ッ
ト
輪
読
会
の
時
間
。
ネ
ッ
ト
を

使
っ
た
輪
読
会
な
の
で
、
直
前
ま
で
ゆ
っ
く

り
。
で
も
ゆ
っ
く
り
し
過
ぎ
る
と
、
輪
読
会
を

忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
に
な
り
、
あ
た
ふ
た
し
ま

す
。
子
供
が
2
歳
の
時
か
ら
ネ
ッ
ト
の
輪
読
会

を
行
っ
て
い
る
の
で
、
今
年
で
14
年
ほ
ど
輪
読

会
が
続
い
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
な
の
で
、
参
加

者
が
出
て
こ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

と
き
は
、
輪
読
会
の
時
間
が
僕
の
仕
事
時
間
に

早
変
わ
り
。『
自
分
が
変
わ
れ
ば
世
界
が
変
わ

る
』
そ
ん
な
こ
と
を
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
日
曜

日
の
早
朝
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
読
ん
だ
本
は
『
生
命
の
實
相
』
以
外

の
ほ
ぼ
全
ジ
ャ
ン
ル
。
１
冊
を
半
年
く
ら
い
の

ペ
ー
ス
で
読
み
ま
す
が
、
お
休
み
が
多
い
と
10

カ
月
く
ら
い
掛
か
り
ま
す
。
僕
た
ち
の
輪
読
会

は
、
寡
黙
に
文
章
を
読
む
の
み
。
数
行
毎
に
輪

読
す
る
ス
タ
イ
ル
で
す
。
早
朝
の
作
業
の
よ
う

な
感
じ
を
思
い
浮
か
べ
て
く
だ
さ
い
。
禅
僧
が

黙
々
と
作
業
す
る
。
そ
ん
な
輪
読
会
を
こ
れ
か

ら
も
続
け
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

相愛会相愛会
 

輪
読
に
つ
い
てカ

メ
ラ
・
イ
イ
ヌ
マ

地方講師会地方講師会 

　
放
　
念副

会
長　

大
村 

眞
知
子

　

以
前
、
知
人
と
交
わ
し
た
メ
ー
ル
の
返
信
に

「
ご
放
念
く
だ
さ
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。
一
目
で
放
念
4

4

と
い
う
漢
字
に
惹
き
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
意
味
は
と
い
う

と
、
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
を
読
み
返
し
て
み
て

も
推
測
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
、
さ
ら
に
興
味
が
募
り
調
べ
て
み
ま
す
と
、

「
放
念
し
て
く
だ
さ
い
」
と
は
、
相
手
に
対
し

て
「
忘
れ
て
く
だ
さ
い
」「
気
に
し
な
い
で
く

だ
さ
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
伝
え
る
時
に
使
わ

れ
る
表
現
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
的
に
は
「
こ
の
こ
と

は
気
に
し
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
よ
」
と
相
手

に
配
慮
す
る
意
味
に
な
り
ま
す
。

　

と
あ
り
ま
し
た
。

　

改
め
て
メ
ー
ル
を
読
ん
で
み
る
と
、
相
手
の

方
の
深
い
優
し
さ
が
蘇
る
よ
う
に
伝
わ
っ
て
く

る
の
を
感
じ
ま
し
た
。
日
本
語
は
本
当
に
美
し

く
て
素
晴
ら
し
く
、
奥
が
深
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
の
身
・
口
・
意
の
中
に
は
、

真4

・
善4

・
美4

の
コ
ト
バ

4

4

4

が
充
ち
満
ち
て
い
る
の

だ
と
実
感
致
し
ま
し
た
。

　

生
長
の
家
の
み
教
え
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

国
立
櫻
相
愛
会

物
が
次
々
と
芽
吹
く
春
の
様
子
と
し
て
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

歌
詞
は
真
理
の
言
葉
。
現
象
の
春
の
目
覚
め

と
心
の
中
の
信
仰
の
目
覚
め
と
が
重
な
り
そ
の

嬉
し
い
気
持
ち
を
胸
に
、
お
腹
の
底
か
ら
内
外

の
春
を
讃
え
元
気
よ
く
歌
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
こ
の
『
讃
春
歌
』
は
作
曲
が
遠
藤
伊

津
子
氏
、
編
曲
は
田
中
舘
貢
橘
氏
で
す
。
お
二

人
と
も
聖
歌
『
今
こ
こ
に
新
た
に
生
れ
』
の
作

編
曲
に
も
携
わ
っ
て
お
り
、
田
中
舘
氏
は
小
金

井
市
の
先
輩
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
ま

す
。

　

特
に
田
中
舘
氏
作
曲
の
『
わ
が
子
よ
あ
り
が

と
う
』
は
母
親
教
室
で
毎
回
歌
わ
れ
て
い
ま
す

ね
。

神・自然・人間の大調和祈念祭神・自然・人間の大調和祈念祭
　　　と　き …３月 11 日（月）　10 時～ 11 時頃
　　　ところ … “ 森の中のオフィス ” からライブ配信
　　　お言葉…  総裁 谷口雅宣 先生
　　　持ち物 … 『大自然讃歌』

　本部ウェブサイトまたは右記のＱＲコードか
らアクセスできます。
　なお、原宿「いのちの樹林」では、同祈念祭
に続いて久都間教化部長による PBS ミニイベン
トが開催されます。自由にご参加ください。
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皆
さ
ん
は
生
長
の
家
で
、「
人
間
・
神
の
子
」
の

教
え
と
出
逢
い
、
本
当
の
人
間
は
肉
体
な
ど
で
は
な

く
、「
神
さ
ま
の
完
全
円
満
な
い
の
ち
で
あ
る
」
と

の
教
え
に
触
れ
て
、
無
限
智
、
無
限
愛
、
無
限
生
命

の
実
相
に
目
覚
め
た
方
も
多
か
ろ
う
と
思
う
。

　
こ
れ
は
聖
典
に
採
録
さ
れ
て
い
た
話
だ
が
、
生
長

の
家
の
教
え
に
感
銘
し
た
あ
る
ご
婦
人
が
、「
自
分

だ
け
こ
れ
を
読
ん
で
い
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
」
と
、

夫
や
家
族
に
勧
め
て
み
た
が
、
全
く
関
心
を
寄
せ
て

く
れ
な
い
。
そ
こ
で
谷
口
雅
春
先
生
に
、「
ど
う
し

た
ら
読
ん
で
も
ら
え
る
で
し
ょ
う
か
？
」

と
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、
先
生
は
「
ご
自

分
の
生
活
で
、
生
長
の
家
を
読
ま
せ
て
あ

げ
た
ら
い
い
で
す
よ
」
と
い
う
意
味
の
ご

回
答
を
さ
れ
て
い
た
。

　
ど
ん
な
に
「
善
い
」
と
確
信
し
た
こ
と

で
も
、
そ
の
人
が
〝
善
き
果
実
〟
を
生
活

に
実
ら
せ
て
い
な
け
れ
ば
相
手
に
さ
れ
な

い
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
生
活
に
、
智
慧
・

愛
・
生
命
の
光
り
が
輝
い
て
い
れ
ば
、
黙
っ

て
い
て
も
、
誰
も
が
強
い
関
心
を
寄
せ
始

め
る
。
こ
れ
に
和
顔
、
愛
語
、
讃
嘆
が
加

わ
れ
ば
鬼
に
金
棒
だ
。

　
生
長
の
家
の
教
え
は
、「
日
時
計
主
義
」

の
生
き
方
、
感
謝
の
生
活
、
そ
し
て
日
々

の
神
想
観
と
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

「
行
」
の
目
的
は
〝
絶
対
善
〟
の
神
の
い
の
ち
を
生

き
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
「
行
」
か
ら
、
実
相
の
豊

穣
な
世
界
が
動
き
出
し
、
あ
な
た
の
神
の
子
の
使
命

に
〝
真
理
の
火
〟
が
灯
さ
れ
、
出
逢
う
す
べ
て
の
人

に
物
に
事
に
「
神
の
い
の
ち
」
が
花
咲
き
始
め
る
の
だ
。

　
か
つ
て
生
長
の
家
で
は
、
宗
教
的
な
運
動
の
成
果

を
表
す
た
め
の
目
安
と
し
て
、
即
物
的
な
「
数
」
に

運
動
を
換
算
し
て
評
価
す
る
時
代
が
続
い
て
い
た
。

し
か
し
、
宗
教
的
な
救
い
や
、
癒
や
し
、
慈
悲
や
感
謝
、

と
い
っ
た
不
可
視
の
神
の
働
き
は
「
数
」
に
置
き
換

え
よ
う
も
な
く
、
無
量
無
数
に
生
ま
れ
た
新
価
値
は

〝
網
の
目
〟
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
れ
ら
評
価
の
歪
み
を
改
善
す
る
た
め
に
、「
聖

使
命
会
員
数
、
普
及
誌
購
読
者
数
、
組
織
会
員
数
」

を
成
果
と
し
て
強
調
す
る
運
動
を
廃
止
し
た
こ
と
が
、

二
月
五
日
付
の
通
達
で
伝
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
昨

年
ス
タ
ー
ト
し
た
オ
ー
プ
ン
食
堂
な
ど
「
与
え
る
こ

と
」
に
宗
教
上
の
重
要
な
意
義
を
認
め
、
よ
り
神
意

に
叶
っ
た
運
動
を
展
開
す
る
た
め
の
改
革

で
あ
る
。

　
が
、
改
革
の
背
後
に
密ひ

そ
む
神
意
を
深

く
凝
視
す
れ
ば
、「
廃
止
さ
れ
た
」
の
は

「
数
」
を
成
果
と
し
て
強
調
す
る
運
動
で

あ
っ
て
、「
神
の
い
の
ち
」
で
あ
る
〝
真

理
の
火
〟
を
伝
え
る
運
動
は
、
こ
の
改
革

の
中
か
ら
、
よ
り
鮮
や
か
な
姿
で
誌
友
・

信
徒
の
信
仰
生
活
に
蘇
る
だ
ろ
う
。
そ
し

て
四
無
量
心
の
「
行
」
を
実
践
す
る
随
所

で
、
純
粋
な
愛
行
が
春
を
迎
え
た
野
山
の

よ
う
に
花
咲
き
始
め
る
の
だ
。

  

「
地
方
の
信
者
た
ち
互
い
に
団
結
し
て
祈

り
合
え
」
と
は
「
懺
悔
の
神
示
」
に
説
か

れ
た
言
葉
で
あ
る
。
祈
り
合
い
は
、
私
た

ち
の
前
に
顕
れ
た
〝
神
の
い
の
ち
〟
に
感
謝
し
、
拝

み
合
い
、
慈
悲
喜
捨
を
行
ず
る
こ
と
で
あ
る
。

　
思
え
ば
、
天
地
一
切
の
も
の
に
神
な
ら
ざ
る
も
の

は
ひ
と
つ
も
無
い
の
で
あ
り
、
そ
の
「
絶
対
善
」
の

実
相
は
、
あ
な
た
が
生
き
る
随
所
で
智
慧
と
な
り
、

渾
て
を
生
か
す
愛
と
な
っ
て
〝
新
価
値
〟
を
創
造
す

る
の
で
あ
る
。

信仰随想　　　川のほとりにて  12

絶 対 善 の 世 界

久
く

都
つ

間
ま

 繁
しげる

（東京第一教区・第二教区教化部長）

久都間教化部長が地域を巡る講演会です。
地区を越えて、どなたでもご参加いただけます。

　と　き …３月 22 日（金）12:30 ～ 14:30
　ところ … 井口西地区公会堂（三鷹市）
　テキスト … 『新版  幸福を招く 365 章』
　奉納金 … 300 円
　プログラム（予定）

12:30　神想観実修
13:00　開会の挨拶
13:05　体験談
13:15　講　話
13:55　質疑応答 ・感想
14:15　行事案内
14:25　閉会の挨拶 ･ 祈り 住所：三鷹市井口４-７-１３

井口西地区公会堂

＜アクセス＞　三鷹駅南口から「新小金井駅」行バスに乗車、
　　　　　　　「市境」バス停下車、徒歩３分。

生長の家オープン食堂
愛といのちのムスビの広場

地域社会を結ぶ光の輪

３/24（日）　12:00 ～ 13:00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ラストオーダー）

  会　場：教化部ロビー
  対象者：どなたでも
  メニュー：ノーミートハヤシライス
　　　　 牛乳かん  他

（写真はイメージです）

食事代
は無料
です

食数は40食
までとなります

教化部長による 地区講演会
三鷹・武蔵野・小金井

　１月のオープン
食堂には外部の
方が15名も参加
され、 個人相談
を希望された方も
２名ありました。
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久都間教化部長　指導による

実相研鑽ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ

白鳩会　熟年のつどい

年齢性別を問わず、 どなたでも参加できます

奇数月 (３月 )は第二教区から、
偶数月は第一教区からの配信になります。

会場：大拝殿（ZOOM でも配信されます）
テキスト：『新版 生活の智慧 365 章』

12 ： 30　神想観
13 ： 00　講話 ・質疑応答
　　　　　　　久都間繁教化部長
13 ： 45　終了

13 ： 45　熟年のつどい
　　　　　　会員の祝福聖経読誦

☆４月は、４月 10日(水)第一教区から

３月６日(水 )12：30～

  生命学園

合同修了・卒園式・交流会

３/ 10（日）10:00 ～ 12:00
教化部・大拝殿

　交流会では「クイズの時間」や「クラフト体験」

など、園児も保護者もスタッフも、一緒に楽し

めるワクワクしたプログラムを検討しています。

お楽しみに！

式次第（予定）
  開会の祈り
  国歌斉唱・生命学園歌斉唱
  卒園証書授与
  式辞（西武園長）
  教職員会会長挨拶
  来賓祝辞
  卒園児の言葉、感謝の言葉
  贈る言葉（府中園長）
  閉会の祈り
  11:00 より「交流会」

対象者

各生命学園の園児と
その保護者、生命学
園スタッフ

問い合わせ：
　教化部事務局まで

相愛会主催

春の自然観察イベント
被災地復興祈願 ＆ 桜花の観賞被災地復興祈願 ＆ 桜花の観賞

　　と　き …３月 17 日（日）11:00 ～
　　集　合 … 教化部・大拝殿
　　対象者 … どなたでもご参加いただけます
　　プログラム
　　　11:00　能登半島地震被災地復興祈願の聖経読誦
　　　　　　　　　　（先導：大沢高虎 講師）
　　　11:30　武蔵国分寺公園へ徒歩で移動（約 10 分）
　　　11:45　昼食・自然観察（自由行動・自由解散）

　　持ち物 … 聖経『甘露の法雨』
　　　　　　  各自の昼食や飲み物、敷物

　　　※ 事前の申込みや奉納金は不要です
　　　※ ３月 17 日は桜の開花予想日です
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　一般には生物の活動がお休みと思われている冬、そ
のような寒い時期に寒風にさらされながら、良い香りを
放つ梅が喜ばれる。蝋

ロウ

梅
バイ

も冬に咲く香りの良い花である。
梅に鶯の組み合わせは絵になる。令和 6 年 2024 年の
元日、能登半島を震源とする大地震が発生、お正月気分
はすっとんでしまった。あれから２週間がたってしまった
が、追い打ちをかけるように、寒波が押し寄せ、雪が降
り始めた。東京でも 14 日はみぞれとなり、初雪が舞っ
た。寒波は１６日には冷たく乾いた痛いような北風が吹き
荒れ、猛暑を切り抜けた都民をふるえあがらせている。
　青春時代を金沢で過ごし、北陸の冬がいかに厳しいも
のであるかを知っているコラムとしては、被災地の能登
のみなさんのご苦労はいかばかりかと心配される。昭和
38 年 “ さんぱち豪雪 ”と呼ばれた大雪は 37 年の 12 月
から雪が降りはじめ、止むことなく、毎日途切れることな
く降り、３月下旬まで続いた。大学の体育館をはじめ多
くの家が押しつぶされ、路地は雪降ろしでたまった雪で
高くなり、人は 2 階の窓から出入りした。
　そんな極限の生活を余儀なくされている日本海側北陸

地方、富山の上村清先生から寒中見舞
いが届いた。
　「80 回のコラム連載おめでとうござい
ます。地球温暖化防止、プラスチック
容器の再生など個人の努力もありますが、
水素発電や CO2 固体化などに本腰を
入れないと、大変なことになるでしょう」
と深紅の雪椿の絵ハガキでエールをいた
だいた。
　異常気象の背景には地球温暖化があり、さらに、化
石燃料や核燃料による水蒸気圧動力発電に依存している
ジェムス・ワット以来の近代文明がある。被災地の志賀
町に原子力発電所が稼働していた。福島のような大事故
が起こらなかったのは不幸中の幸いであった。原発は放
射能だけが危険なのではない。原子炉の高温水を冷却す
るために川や海の水が利用され、川や海へ大量の “ 熱 ”
が放出されている。地球温暖化へのリスクは絶大である。
福島に続き、今回の能登半島の地震も“ 原発は即時停止
せよ ”との自然からのメッセージのような気がする。

 続・森からのメッセージ（81）

なぜ地球は暑くなってしまうのか？（6）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　　倉橋　弘（文と写真） 

＜筆者紹介＞　元地方講師会長
　国立感染症研究所客員研究員
　ミュージアム・リサーチフェロー
　環境省希少野生動植物種保存推進員
★このコラムは、『聖使命新聞』
　掲載文の続編として連載中。“Let’s learn from Nature, Unfortunate events will grow our spirit” HappyFly

教化部長 挨拶

　

皇
紀
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を
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ま
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た
。

　

皇
居
・
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・
伊
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宮
の
遙
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、
二
俣
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師
会
長
に

よ
る
『
橿
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奠
都
の
詔
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読
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田
相
愛
会
連
合
会
長
に
よ
る

 〈
報
告
〉　

２
月
11
日（
日
）

建
国
記
念
の
日
祝
賀
式

上村清先生からい
ただいた絵ハガキ
の八重の雪椿

 〈
報
告
〉　

２
月
17
～
18
日（
土・日
）

神
性
開
発 

三
多
摩
見
真
会

市川安美 講師祈り合いの神想観 天地朋子 講師 　

二
日
目
午
前
は
天
地

朋
子
講
師
と
、
第
一
教

区
の
市
川
安
美
講
師
に

体
験
談
を
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。
元
気
一
杯

の
天
地
講
師
、
長
い
信

仰
生
活
に
裏
付
け
さ
れ

た
市
川
講
師
の
重
厚
な

体
験
の
数
々
。
こ
れ
ら

はFacebook

「
東
京

ム
ス
ビ
の
ひ
ろ
ば
」
で

今
も
視
聴
で
き
ま
す
。

　

会
場
参
加
者
総
数
は

75
名
で
し
た
。

祝
辞
と
続
き
、
最
後
に

久
都
間
教
化
部
長
の
ご

挨
拶
が
東
京
第
一
教
区

か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

配
信
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
参
加
者
数
は
35

名
で
し
た
。

中高生のつどい中高生のつどい
“ どら焼き” 作りを楽しもう！“ どら焼き” 作りを楽しもう！

日　　時 …３月 24 日（日）10:30 ～ 12:00
場　　所 … 教化部・２階研修室場　　所 … 教化部・２階研修室
参加対象 … 中学生、高校生（新中学生も対象）参加対象 … 中学生、高校生（新中学生も対象）
　　　　　　　　　　　　大学生以上の青年はお手伝いで参加を募集！
プログラムプログラム
　10:30　小西委員長の挨拶　10:30　小西委員長の挨拶
　10:35　オープン食堂の説明　10:35　オープン食堂の説明
　10:45　“ どら焼き作り ” ミニイベント　10:45　“ どら焼き作り ” ミニイベント
　12:00　オープン食堂のお客様に “ どら焼き ” プレゼント　12:00　オープン食堂のお客様に “ どら焼き ” プレゼント
　　　　  昼食（オープン食堂にて）　　　　  昼食（オープン食堂にて）

第１回　東京第一・第二合同イベント

春の多摩川渓谷を楽しむ

内　容　沢井駅から隣の御嶽駅まで、多摩川渓谷を沢井駅から隣の御嶽駅まで、多摩川渓谷を

　　　　散策し、石彫り、水彩画、俳句、自然観察散策し、石彫り、水彩画、俳句、自然観察

　　　　などを実践します。　　　　などを実践します。

対　象　どなたでもご参加いただけますどなたでもご参加いただけます

持ち物　各自昼食・飲み物をご用意ください各自昼食・飲み物をご用意ください
　　　　石彫り、水彩画の道具はご用意できます　　　　石彫り、水彩画の道具はご用意できます

４月 29 日（月・祝）　沢井駅 10:40 集合
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会　場　名 日 曜 時間 会場責任者 派遣講師
昭島 12 火 13:00 佐藤洋子 押見美耶子
福生 15 金 13:30 冨田栄子 高橋優
新町 19 火 10:30 小林百合子 中村純子
羽村 19 火 10:30 土屋合子 　〃
青梅梅郷 21 木 10:30 浅田龍子 國近明美
青梅 21 木 10:30 吉原千津子 　〃
青梅畑中第一 5 火 13:30 田中勝代 倉橋弘
青梅畑中第二 8 金 13:30 福島ひろ子 石川律子

母 親 教 室
母／小金井いずみ 12 火 10:00 花岡恵美子 城下早苗
母／清瀬 21 木 10:00 瀬尾絵梨子 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
母／西東京のびのび 16 土 10:00 宮崎朋子 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
母／調布こでまり 14 木 10:30 藤田友子 大村眞知子
母／ハッピーママ府中 21 木 10:30 大塚美佳代 山上教江
母／町田緑山つくし 7 木 10:30 齋藤美子 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ

青 年 会 誌 友 会
青年誌友会 3 日 13:30 小西由希子 大橋美樹子

栄 え る 会 支 部 例 会
三鷹支部例会 23 土 10:00 榊間裕 山口賢次郎
ひばり支部例会 16 土 11:00 鸙野昌一 輪読会
大国魂支部例会 16 土 11:00 榊間裕 　〃

生 命 学 園
町田生命学園 10 日 10:00 佐々木晴代

合
同
修
了
・
卒
園
式

国分寺生命学園 10 日 10:00 岩田幸枝
日野生命学園 10 日 10:00 山口節子
八王子生命学園 10 日 10:00 押見美耶子
西武生命学園 10 日 10:00 塚原光子
府中生命学園 10 日 10:00 中村純子
国立生命学園 10 日 10:00 中田民子

　 ミ ニ イ ベ ン ト
ＰＢＳ種別 日 曜 時間 主催者 会場

内容、その他 事前申込み
オーガニック菜園 ９ 土 13:00 榊間　裕 教化部

冬野菜の収穫、土づくり 不要

※ 

派
遣
講
師
が
出
講
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
ま
ず
会
場
責
任
者
と
相
談
し
、
無
理
な
ら
講
師
会
事
務
局
に
連
絡
を
。

＜ 本部の行事開催基準 ＞
行事（誌友会を含みます）を行う時は、
下記を守って行ってください。

      ① マスク着用について
基本的に “ 個人の判断 ” に委ねますが、高齢者が
多い場合は着用を推奨。

      ② 手洗いや消毒によって手指の衛生を保つ
      ③ 換気を行う
      ④ 体調不良者の参加は控えてもらう
      ⑤宿泊を伴う行事での対応

上記①～④の対応に加え、食堂、風呂、就寝場所
等において、人と人とが近接しないように配慮する。

（2023 年５月 17 日付　参議会決定より）

白鳩会 IT 対策部主催

スマホ教室のご案内
LINE、Facebook、Zoom など

　何でもやさしく、お教えします。

と　き：３月 13 日（水）14:00 ～
ところ：教化部・１階  信徒休憩室
対象者：第二教区の組織会員
　　　　参加無料、予約不要

日 曜 誌 友 会 （ 東 京 第 一 教 区 主 催 ）
時間：12:30 ～ 14:00（最初の 30 分は神想観実修）
場所：東京第一教化部・大拝殿
配信：Zoom と Facebook( 東京ムスビのひろば ) で配信

月 日 曜 担当 講師 テキスト
3 3 日 東京第一 中西道子 無し
3 10 日 東京第一 増田順子 無し
3 17 日 休会
3 24 日 東京第一 菅原　修 無し
3 31 日 東京第二 江嶋勇蔵 無し

  参加者募集！

真理の言葉を音楽にのせて、明るく楽しく歌います。
　日時：３月１日（金） 13:30 ～ 15:30
　　　　３月８日（金） 13:30 ～ 14:30（Zoom）

　　　　３月 24 日（日） 13:30 ～ 15:30
　場所：教化部・大拝殿または３階研修室
　持ち物：聖歌歌詞集、あれば楽譜
組織会員はどなたでもご参加いただけます。

♪ 聖歌練習日♪

主催：聖歌対策部

会場責任者は、開催日の１週間前までに派遣講師と
連絡を取り、打合せを行ってください。

聖使命会費取扱 10 年顕彰者

　自分の世帯以外の方の聖使命会費も

お世話して 10 年を越えた上記の２名の

方が、 その功績を讃えて本部から顕彰

されました。

　長年に亘る御愛念に心より感謝申し上

げます。

横田 公子 様　　新田 芳枝 様



（7） 第 449 号（通刊 568 号） 令和６（2024）年３月１日多摩の光

会　場　名 日 曜 時間 会場責任者 派遣講師
相 愛 会 誌 友 会

三鷹 10 日 10:00 上森茂 花岡裕
武蔵野 10 日 10:00 加藤嘉寛 　〃
小金井本町 14 木 11:00 鶴田智昭 榊間裕
立川砂川 16 土 10:00 濵田實 登阪義市
国分寺東恋ヶ窪 16 土 10:00 布井剛 　〃
東久留米大門 24 日 11:00 倉橋弘 大林幸江
武蔵村山 10 日 13:30 比留間康夫 大沢高虎
府中 23 土 13:30 佐藤辰夫 鶴田智昭
調布国領 3 日 14:00 渡辺勝城 君塚静男
国立梅 11 月 13:00 小林正行 江嶋勇蔵
国立櫻 毎 土 6:00 織田孝 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
八王子南 30 土 14:00 小野耕司 織田孝
日野 17 日 13:30 増田博保 田名網昇
青梅中央 23 土 14:00 清水新二 君塚静男
羽村 23 土 14:00 小林正行 　〃

相 愛 会 壮 年 層 誌 友 会
八王子ひばり 鸙野昌一 輪読会

白 鳩 会 誌 友 会
三鷹駅前 21 木 13:30 西村きぬこ 甲斐和子
三鷹東第一 15 金 14:00 阿部希枝子 梶山きみえ
武蔵野第一 4 月 13:30 春山由美子 市川洋子
武蔵野祥南 3 日 13:30 加藤幸子 甲斐和子
小金井第三 11 月 13:30 林瑞穂 天地朋子
東久留米第一 31 日 14:00 須谷珠己 甲斐和子
東久留米第二 31 日 14:00 寺西静枝 　〃
清瀬 31 日 14:00 瀬尾絵梨子 　〃
東久留米新川第一 14 木 14:00 塚原光子 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
東久留米新川第二 21 木 13:30 水城イツ子 澤登仁惠
東久留米新川第三 8 金 13:30 土屋利恵子 高井曉子
田無緑町 16 土 13:00 西原幸子 二俣玲子
田無 5 火 13:30 元美也子 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
ひばり 6 水 10:00 橋岡マユミ 濵田壬季子
小平小川東町① 21 木 13:30 吉井裕子 飯坂道子
小平小川東町② 7 木 10:00 大林幸江 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
小平仲町第一 7 木 14:00 宮武三鈴 澤登仁惠
小平仲町第二 12 火 10:30 杉山廣子 早川純子
小平天神町 14 木 14:00 二俣玲子 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
東村山南 22 金 13:30 井澤和子 椚啓子
武蔵村山第一 15 金 13:30 國近明美 大村眞知子
武蔵村山三ツ木 15 金 13:30 比留間富子 　〃
調布下石原第一 7 木 10:00 菅みどり ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ

会　場　名 日 曜 時間 会場責任者 派遣講師
調布下石原第二 7 木 10:00 藤田友子 　〃
調布下石原第三 30 土 13:30 更家文惠 恒川鼓
調布若宮第一 14 木 10:30 仁井由紀子 市川洋子
多摩川 14 木 10:30 藤平睦子 　〃
飛田給道場第一 5 火 10:30 吉松貴子 管原恭子
飛田給道場第二 20 水 18:00 丸山有潮 峯岸順子
稲城矢野口 8 金 13:30 渡邉由美子 中濱廣子
稲城長峰 8 金 13:30 田村ミツエ 　〃
稲城向陽台 8 金 13:30 藤本和子 　〃
府中むさし台 8 金 13:30 中村純子 梶山きみえ
府中天神 毎 土 19:30 横山恭子 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
府中北山 8 金 13:30 山上教江 濵田壬季子
府中本宿第一 12 火 10:30 赤坂妙 倉橋弘
府中本宿第二 14 木 13:30 高倉明子 丸山有潮
国分寺東恋ヶ窪第一 25 月 13:30 布井登茂子 二俣玲子
国分寺東恋ヶ窪第二 13 水 13:30 峯岸順子 恒川鼓
国分寺泉町 19 火 13:30 飯坂道子 長島倫子
西国分寺 8 金 13:30 大村眞知子 青砥僖子
国分寺光 19 火 10:30 高橋優 山口節子
国分寺東元町 19 火 13:30 時任泰子 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
国立東第一 14 木 10:00 永島衣美 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
国立東第二 21 木 13:30 織田美智子 寺西静枝
国立中第一 10 日 14:00 中田民子 髙倉明子
国立中第二 10 日 14:00 出野八千代 　〃
国立富士見台 10 日 14:00 村瀬伸子 　〃
立川柴崎第一 25 月 13:00 永井恵子 椚啓子
町田玉川学園 16 土 13:30 石川悦子 押見美耶子
町田金井第一 17 日 13:30 武内千鶴 國本日登美
町田緑山 28 木 13:30 齋藤・老田 市川洋子
町田鶴川第三 28 木 10:00 中濱広子 赤坂妙
町田能が谷 4 月 13:30 中田・大野 出野八千代
町田野津田 28 木 13:30 小関三起子 山上教江
町田金森 15 金 13:30 菅原恭子 田村ミツエ
町田忠生 7 木 13:30 大橋美樹子 市川洋子
町田相原① 6 水 13:30 上田志真恵 冨田敦子
町田相原② 31 日 10:30 吉原早苗 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
町田鶴川第一 7 木 10:00 小池洋子 輪読会
日野多摩平 30 土 13:30 平部雅子 高井曉子
日野平山 5 火 10:00 橋本祐子 大林幸江
日野西 5 火 10:00 馬場君子 馬場君子
日野三沢 5 火 13:30 山口節子 長島倫子
日野仲田 10 日 13:30 前谷雅子 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
八王子七国寺田② 14 木 13:30 押見美耶子 佐々木晴代
八王子楢原めじろ台① 17 日 13:30 小形明子 中田民子
八王子楢原めじろ台② 8 金 13:30 加藤幸子 寺西静枝
元八王子 21 木 13:30 今井紀美子 出野八千代
八王子下恩方 5 火 13:30 石井みのる 輪読会
八王子川口 7 木 13:00 鎌倉美佐子 時任泰子
八王子寺町 18 月 13:30 澤登仁惠 時任泰子
八王子平岡町 18 月 13:30 二ノ宮ゆう子 　〃
八王子南大沢 14 木 13:30 加志すみ子 安田トシ子
八王子別所 14 木 13:30 早川いづみ 　〃
多摩大塚 31 日 13:30 大澤裕水 寺西静江
多摩落合 31 日 13:30 梅村聖子 　〃

３月 誌友会予定表
※ 
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誌友会テーマ…… 「インターネットを活用して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　運動を進めよう」
誌友会テキスト… 機関誌 2023 年 11 月号・2024 年１月号
　　　　　　　　 普及誌３誌３月号

母親教室テーマ…… 美しい地球を子供たちに
　　　　　　　　　　 ～ 未来世代への責任として ～
母親教室テキスト…  普及誌『白鳩』３月号
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★３日（日）10:00「聖典等拝読のつどい」（相）
　テキスト：『生命の實相』第 14 巻〈倫理篇 下 / 教育篇〉
　対象者：希望者はどなたでも参加できます

★４日（月）10:30「壮年ＮＦ」（白）
　　　　４頁の案内をご覧ください。

★６日（水）12:30「実相研鑽ネットフォーラム」
　　　　　　　    　　　　　 ・「熟年のつどい」（白）
　指　導： 久都間 繁 教化部長
　テキスト：『新版 生活の智慧 365 章』　（４頁参照）

★９日（土）12:30「若い白鳩のためのネットフォーラム」（白）
　方　法：Zoom（東京第一がメイン会場）
　指　導： 久都間 繁 教化部長
　テキスト：新刊『夢の地平線』谷口純子先生著
　プログラム：12:30　神想観実修
　　　　　13:03　輪読・解説・座談会
　　　　　14:30　閉会　
　対象者：組織会員ならどなたでも

★ 17 日（日）10:00「青年誌友会」（青）
　方　法：ZOOM でライブ配信
　講　師：  大橋美樹子 講師
　テキスト：『輝く未来が待っている』谷口清超先生著
　対象者：20 ～ 40 代の青・壮年層
　ZOOM URL は事務局より希望者にご案内します。

★ 26 日（火）12:30
「母親教室出講講師勉強会」（白）

　テーマ：「子育てで一番大切なこと」
　　　　　　～ 子供は宝物（さずかりもの） ～
　指　導：久都間 繁  教化部長
　発表者：大村眞知子 講師
　　　　　奥山三枝子 講師（東京第一）
　テキスト：『母親教室出講のための手引き』
　　　　　『日々の祈り』『夢の地平線』
　　　　　『神さまと自然とともにある祈り』
　　　　　『森の日ぐらし』、普及誌『白鳩』４月号
　方　法：教化部もしくは Zoom
　　　　　（メイン会場は東京第二教化部です）

★ 29 日（金）12:30 「地方講師研修会」（講）
　テーマ：いまの運動の方向性を正しく理解しよう
　指　導：久都間 繁  教化部長
　発表者：後藤迪子 講師（東京第一）
　　　　　中濱広子 講師
　テキスト：『PBS 活動の手引き（暫定版）』
　　　　　機関紙 2023 年 12 月号
　方　法：教化部もしくは Zoom
　　　　　　（メイン会場は東京第一教化部）
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　毎月15日を「一汁一飯の日」とし、浮い

た食事代を国連世界食糧計画(WFP)へ教

化部を通じて寄付する運動を始めています。

教化部に専用の募金箱を設置しましたので、

ご利用ください。

「神想観」配信のご案内
休館日を除く毎日
12:30 ～13:00

教化部長や地方講師が神想観を
先導する様子を配信します。

　Zoom ID　９２７－９２７－０３０１
　Facebook「東京ムスビのひろば」
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日 曜 ３月　行事予定表　（青文字は教化部長が出席・指導）
1 金 春季記念式典（配信）1000 ネット併用、聖歌練習日 1330
2 土 分社月次祭 1030（大自然）
3 日 責任役員会・六者会議 1000、[ 相 ] 聖典等拝読のつどい 1000
4 月 [ 白 ] 壮年ＮＦ 1030 ネット
5 火 [ 白 ] 正副 1000、[ 講 ] 正副 1315
6 水 ◆実相研鑽ＮＦ（[ 白 ] 熟年のつどい）1230 ネット併用　　　　　　（参議会）
7 木 休館日
8 金 聖歌練習日 1330 ネット ◇ [ 白 ] 若い白鳩のためのＮＦ 1230 ネット併用
9 土 [ 相 ] 正副 1000 ネット併用、[ 教 ] 役員会 1000

10 日 生命学園合同修了・卒園式・交流会 1000、青年会育成会議 1330
11 月 神・自然・人間の大調和祈念祭（配信）1000 ネット併用
12 火 [ 講 ] 正副推進 1315
13 水 [ 白 ] 正副 1000、スマホ教室 1400
14 木 休館日
15 金 休館日（3/1 の振替）　【一汁一飯の日】
16 土 [ 栄 ] 繁栄祈願祭・役員会 1000　　　　　　　　　　　　　　　　  （搬入日）
17 日 [ 青 ] 誌友会 1330 ネット併用、[ 相 ] 春の自然観察イベント 1100
18 月 幹部物故者春季慰霊祭・先祖供養祭 1000 ネット併用
19 火 [ 白 ] 災害支援活動会議 1315 ネット併用
20 水 休館日（春分の日）
21 木 休館日
22 金 地区講演会 1230（三鷹・武蔵野・小金井）
23 土 [ 白 ] 総連・対策部長会議 1000、評議員会・責任役員会（予算）1330

24 日 [ 相 ] 会長会議 1000 ネット併用、[ 青 ] 中高生のつどい 1030
オープン食堂 1200、聖歌練習日 1330

25 月
26 火 ◆ [ 白 ] 母親教室出講勉強会 1230 ネット併用、[ 講 ] 派遣委員会 1515
27 水 職員献労 1320
28 木 休館日
29 金 ◇ [ 講 ] 地方講師研修会 1230 ネット併用
30 土
31 日 責任役員会・六者会議 1000、職員会議 1500

一汁一飯の日

「◆◇」印のある行事
　東京第一教区との合同行事。
　◆印の方がメイン会場です。


